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〈
大
会
発
表
要
旨
〉

◆
伊
藤
さ
と
み
・
馮
曰
珍
・
曹
泰
和
　
お
茶

の
水
女
子
大
学
「
基
礎
中
国
語
テ
キ
ス
ト
」
に

つ
い
て
　
お
茶
の
水
女
子
大
学
で
は
、
平
成

二
十
五
年
四
月
よ
り
、
伊
藤
さ
と
み
、
冯
曰
珍
、

曹
泰
和
の
三
人
が
中
心
と
な
り
、「
中
国
語
科

教
育
法
Ⅰ
／
Ⅱ
」「
中
国
語
教
育
実
践
方
法
論

（
基
礎
／
応
用
）」
な
ど
の
中
国
語
科
教
員
免
許

の
授
業
を
通
し
て
、
基
礎
中
国
語
の
授
業
向
け

の
テ
キ
ス
ト
の
編
集
、
及
び
対
応
す
る
ウ
ェ
ブ

を
使
っ
た
復
習
用
教
材
の
開
発
を
始
め
た
。
こ

れ
ら
の
教
材
は
、
文
法
事
項
の
数
を
Ｈ
Ｓ
Ｋ
二

級
相
当
に
抑
え
る
一
方
で
、
補
充
単
語
を
付
し

た
会
話
練
習
を
重
要
文
法
事
項
に
付
加
す
る
こ

と
に
よ
り
、
文
法
理
解
の
徹
底
と
単
語
力
の
強

化
を
図
り
、
数
・
種
類
と
も
に
豊
富
な
聴
解
問

題
や
絵
を
見
て
作
文
す
る
問
題
の
導
入
と
合
わ

せ
て
、
中
国
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
全
般
的
な
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。
本

発
表
で
は
、
そ
の
作
成
の
過
程
、
教
材
の
特
徴
、

授
業
に
使
用
し
た
効
果
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

◆
宮
尾
正
樹
　
書
く
行
為
、
読
む
行
為
　
阿

城
の
『
遍
地
風
流
』（
一
九
九
九
）
に
は
、
七
〇

年
代
に
挿
隊
し
て
い
た
頃
か
ら
八
〇
年
代
に
か

け
て
書
か
れ
た
散
文
や
習
作
が
収
め
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
の
中
に
は
、
淡
々
と
豆
腐
の
作
り
方

を
説
明
す
る
よ
う
な
、
そ
れ
だ
け
を
作
品
、
文

集
、
作
者
か
ら
切
り
離
し
て
見
れ
ば
、
お
よ
そ

文
学
的
と
は
言
え
な
い
記
述
が
見
ら
れ
る
。
に

も
関
わ
ら
ず
、
そ
こ
に
文
学
を
感
じ
て
し
ま
う
。

そ
の
あ
た
り
の
こ
と
を
、
文
学
批
評
に
お
け
る

文
学
定
義
を
お
さ
ら
い
し
、
こ
の
作
品
の
こ
れ

ま
で
の
読
ま
れ
方
も
参
照
し
な
が
ら
考
え
て
み

た
。
結
局
は
陳
思
和
の
「
潜
在
写
作
」、
戴
錦

華
が
八
〇
年
代
の
中
国
文
学
に
つ
い
て
使
っ
た

「
在
場
的
欠
席
者
」
を
や
や
恣
意
的
に
援
用
し

て
、
阿
城
の
文
章
の
中
に
文
革
の
記
憶
を
求
め

て
し
ま
う
自
分
と
い
う
読
者
を
発
見
し
た
こ
と

に
な
る
。

〈
例
会
発
表
要
旨
〉

◆
森
田
さ
く
ら
　
敦
煌
写
本S.6836

「
葉

浄
能
詩
」
に
つ
い
て
―
説
話
の
構
造
を
巡
っ
て   

唐
末
五
代
、
道
教
関
係
者
の
手
に
よ
り
成
立

し
た
「
葉
浄
能
詩
」
は
、
敦
煌
写
本S

. 6836

た
だ
一
点
の
み
が
現
存
し
て
い
る
。「
葉
浄
能

詩
」
は
「
符
」
と
呼
ば
れ
る
お
ふ
だ
を
駆
使
し

て
難
題
を
解
決
す
る
一
人
の
道
士
・
葉
浄
能
の

姿
が
描
か
れ
、
特
に
玄
宗
と
の
月
旅
行
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
は
元
代
の
『
天
宝
遺
事
諸
宮
調
』
や
雑

劇
『
唐
明
皇
遊
月
宮
』
等
に
影
響
を
与
え
た
と

さ
れ
る
。
本
発
表
に
お
い
て
「
葉
浄
能
詩
」
の

構
造
を
考
察
し
、「
葉
浄
能
詩
」
が
ど
の
よ
う

な
性
質
を
持
つ
作
品
で
あ
っ
た
の
か
を
検
討
し

た
。
ま
ず
作
品
の
内
容
か
ら
、
作
品
を
序
章
部

分
、
十
一
の
説
話
か
ら
な
る
説
話
部
分
、
終
章

部
分
と
い
う
大
き
く
三
つ
の
部
分
に
分
け
、
続

い
て
十
一
の
説
話
部
分
に
つ
い
て
時
系
列
、
繰

り
返
し
、
話
題
の
規
模
と
い
う
三
点
に
注
目
し

た
。
結
果
と
し
て
、
説
話
部
分
も
作
品
全
体
の

構
造
と
同
様
に
三
部
構
成
で
あ
り
、
各
説
話
は

一
方
向
に
し
か
進
め
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
工
夫
は
、
聴
衆
を
飽
き
さ
せ
な
い

た
め
の
作
者
の
演
出
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

◆
石
井
洋
美
　
葉
聖
陶
と
韓
寒
の
心
理
表
現

の
比
較
―
方
向
補
語
「
上
」
の
用
法
に
着
目
し

て
―
　
80
后
を
代
表
す
る
作
家
で
あ
る
と
言
わ

れ
る
韓
寒
と
、
文
字
、
言
葉
、
文
法
、
修
辞
の

い
ず
れ
に
お
い
て
も
標
準
化
、
規
範
化
す
る
こ

と
に
努
め
な
が
ら
独
自
の
風
格
を
生
み
出
し
た



一
八

お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
　
第
三
十
五
号

と
言
わ
れ
る
五
四
作
家
、
葉
聖
陶
の
小
説
に
使

用
さ
れ
た
方
向
補
語
を
含
む
表
現
を
拾
い
出
し

て
比
較
し
て
み
る
と
、
韓
寒
が
多
用
し
て
い
る

〝
爱
上
〞
を
葉
聖
陶
は
ひ
と
つ
も
使
用
し
て
い

な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
の
相
違
を
き
っ
か
け

に
方
向
補
語
〝
上
〞
に
着
目
し
、
二
作
家
の
心

理
表
現
の
相
違
を
見
て
い
っ
た
。

韓
寒
と
そ
の
同
時
代
の
作
家
に
は
〝
爱
上
〞、

〝
喜
欢
上
〞
の
よ
う
な
「
心
理
動
詞
＋
上
」
に

よ
る
直
接
的
な
心
理
表
現
が
多
く
見
ら
れ
る

が
、
そ
こ
か
ら
は
粘
度
の
低
い
、
行
為
化
さ
れ

た
心
理
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
葉

聖
陶
と
そ
の
同
時
代
の
作
家
は
「
動
作
動
詞
＋

上
」
を
用
い
、「
考
え
が
意
識
に
上
る
」、「
感

情
が
心
を
覆
う
」
の
よ
う
な
言
い
方
で
心
理
を

表
現
し
、
却
っ
て
生
き
生
き
と
し
た
心
情
の
動

き
、
粘
度
の
高
い
想
い
が
感
じ
ら
れ
る
。

方
向
補
語
「
上
」
に
よ
る
心
理
表
現
の
形
式

と
内
容
の
相
違
を
通
じ
て
、
作
家
と
作
家
の
属

す
る
時
代
の
特
徴
の
一
端
を
知
る
試
み
を
行
っ

た
。

　
◆
舟
部
淑
子
　
中
国
伝
統
演
劇
を
鑑
賞
し
て

―
―
崑
曲
を
中
心
に
　
二
〇
一
四
年
度
在
外
研

修
で
の
中
国
伝
統
演
劇
鑑
賞
の
体
験
を
報
告
し

た
。
ま
ず
、
一
年
間
の
観
劇
の
劇
種
と
回
数
、

上
海
・
北
京
・
杭
州
・
南
京
・
蘇
州
の
劇
場
の

概
要
を
紹
介
。
次
に
、
崑
曲
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
登
録
と
、
そ
れ
を
機
に
活
発
化
し
た

各
種
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
述
べ
た
。
特
に
、

政
府
以
外
の
社
会
・
地
区
・
民
間
の
資
金
に
お

け
る
継
承
と
保
護
の
活
動
、
大
学
に
お
け
る
崑

曲
伝
承
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
曲
社
の
活
動
を
紹

介
し
た
。
続
い
て
、
現
地
で
撮
影
し
た
写
真
を

も
と
に
、
劇
場
と
上
演
の
紹
介
を
し
た
。
劇
場

を
、
古
戯
台
・
中
規
模
劇
場
・
大
劇
場
・
そ
の

他
の
四
種
に
分
け
、
実
際
の
観
劇
体
験
か
ら
、

劇
場
に
よ
っ
て
異
な
る
上
演
の
形
態
を
具
体
的

に
み
て
い
っ
た
。
例
え
ば
江
蘇
省
演
芸
集
団
崑

劇
院
は
、
南
京
博
物
院
老
茶
館
・
蘭
苑
劇
場
・

紫
金
大
戯
院
等
、
規
模
の
異
な
る
劇
場
を
有
機

的
に
活
用
し
た
各
種
の
上
演
を
行
い
、
新
し
い

観
客
の
獲
得
に
も
効
果
を
あ
げ
て
い
る
成
功
例

と
い
え
る
。

◆
横
田
む
つ
み
　
魚
玄
機
の
詩
に
関
す
る
一

考
察
―
詩
作
の
原
点
と
創
造
―
　
嫉
妬
に
よ
り

侍
婢
を
殺
し
、
若
く
し
て
刑
死
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
女
道
士
魚
玄
機
の
詩
は
約
五
十
首
現

存
し
て
い
る
。
妓
女
や
女
道
士
は
宴
席
や
道
観

で
士
大
夫
と
出
会
い
詩
を
介
し
て
の
交
流
を
し

て
、
詩
の
応
酬
を
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
恋
愛

も
成
立
し
、
自
ら
の
現
実
の
恋
愛
体
験
に
基
づ

い
た
募
る
恋
情
を
詩
と
い
う
形
式
に
よ
っ
て
、

自
ら
の
言
葉
で
表
白
す
る
よ
う
に
な
る
。
晩
唐

期
を
生
き
た
女
道
士
の
魚
玄
機
も
そ
の
ひ
と
り

で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
恋
の
詩
ば
か
り
で
は

な
い
。
自
ら
の
人
生
を
深
く
見
詰
め
て
懸
命
に

生
き
よ
う
と
す
る
姿
や
日
々
詩
作
に
励
む
姿
も

窺
え
る
。
男
性
で
あ
っ
た
な
ら
仕
官
の
た
め
や

士
大
夫
の
教
養
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
詩
を

女
道
士
で
あ
っ
た
魚
玄
機
は
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
、
ど
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
の
か
。
魚
玄
機

に
と
っ
て
詩
を
詠
む
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る

魚
玄
機
の
詩
作
の
原
点
と
創
造
に
つ
い
て
、
彼

女
が
詠
ん
だ
種
々
の
詩
か
ら
考
察
を
試
み
た
。

◆
戸
沼
市
子
　
介
詞
〝
为
〞〝
为
了
〞〝
为
着
〞

の
意
味
に
つ
い
て
　
こ
の
三
語
は
何
ら
か
の
動

作
行
為
や
状
況
を
招
く
「
き
っ
か
け
」、
つ
ま

り
「
動
機
」
を
提
示
す
る
介
詞
で
あ
り
、
い
ず

れ
も
「
〜
の
た
め
に
」
の
意
を
コ
ア
と
す
る
が
、

こ
の
三
語
を
使
い
分
け
た
表
現
の
意
味
の
違
い

は
何
か
。
つ
ま
り
表
現
者
が
こ
の
介
詞
の
目
的



一
九

交
　
　
流

語
で
あ
る
対
象
を
ど
う
捉
え
て
表
現
し
て
い

る
の
か
を
、
表
現
者
の
「
視
点
の
移
動
」、
及

び
〝
为
〞
が
本
来
有
し
て
い
た
動
詞
性
（〝
帮

助/
卫
护
〞）
の
「
活
性
化
」
と
い
う
点
か
ら
考

え
て
み
た
。
文
法
化
を
経
て
機
能
語
と
化
し
た

〝
为
〞
の
視
点
は
、
典
型
的
に
は
〝
为
人
民
服
务
〞

の
よ
う
に
、
い
わ
ば
俯
瞰
的
に
対
象
を
捉
え
る

表
現
で
あ
り
、
対
す
る
〝
为
了
〞
の
視
点
は
、

あ
る
特
定
の
対
象
の
上
に
移
動
し
、
そ
れ
を
焦

点
化
す
る
（
＋
〝
了
〞）。
焦
点
化
に
よ
る
主
観

の
働
き
が
動
詞
性
の
活
性
化
を
呼
び
「
〜
の
た

め
に
こ
そ
」
を
表
す
。
“
为
着
〞
の
視
点
は
表

現
者
の
意
識
下
に
常
に
在
る
（
＋
〝
着
〞）
庇
護
、

願
望
、
記
憶
等
々
の
上
に
移
動
し
、
動
詞
性
の

活
性
化
を
促
し
「
か
く
あ
れ
か
し
―
そ
う
あ
っ

て
ほ
し
い
が
た
め
に
」
を
表
す
。
三
語
の
使
い

分
け
は
、
コ
ア
の
意
味
か
ら
よ
り
主
観
的
実
感

的
意
味
へ
の
具
象
化
の
反
映
と
考
え
る
。

◆
朱
珊
　
張
愛
玲
の
作
品
に
お
け
る
「
理
想

的
な
女
性
」
に
つ
い
て
　
一
九
四
三
年
に
デ

ビ
ュ
ー
し
た
張
愛
玲
は
人
間
の
利
己
的
で
複
雑

な
本
性
を
表
現
し
、
人
間
性
と
欲
望
の
間
で
迷

走
す
る
人
物
を
描
い
た
。
し
か
し
、「
阿
小
」

（
一
九
四
四
年
）、「
顧
曼
楨
」（
一
九
五
〇
年
）

と
「
小
𦫿
」（
一
九
五
一
年
）
の
三
人
の
女
性

登
場
人
物
に
つ
い
て
は
、
張
は
一
般
的
に
認
識

さ
れ
る
様
々
な
美
徳
を
兼
ね
備
え
る
女
性
、
い

わ
ゆ
る
「
理
想
的
な
女
性
」
と
し
て
描
い
た
。

今
回
の
発
表
で
は
、
陰
湿
な
人
物
を
描
く
の
が

得
意
な
張
愛
玲
が
「
理
想
的
な
女
性
」
を
創
作

し
た
背
景
と
特
徴
及
び
理
由
を
考
察
し
た
。

一
九
四
四
年
の
張
愛
玲
は
金
銭
的
に
も
精
神

的
に
も
余
裕
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
一
貫
し
て
、

社
会
制
度
に
対
し
て
反
抗
せ
ず
、
立
派
な
母
親

で
あ
る
「
阿
小
」
を
描
い
た
。「
曼
楨
」
と
「
小

𦫿
」
に
つ
い
て
、
人
物
設
定
は
単
に
「
良
い
人
」

で
あ
る
。
そ
の
人
物
の
特
徴
や
、
時
代
背
景
及

び
何
十
年
も
後
に
結
末
を
書
き
換
え
た
と
い
う

作
家
本
人
の
態
度
を
踏
ま
え
、
張
愛
玲
の
文
学

創
作
に
対
す
る
考
え
や
、
社
会
か
ら
与
え
ら
れ

た
影
響
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

◆
伊
藤
美
重
子
・
馮
曰
珍
・
曹
泰
和
・
宮
尾

正
樹
　
北
京
の
空
は
（
少
し
）
青
か
っ
た
―
―

二
〇
一
五
年
中
国
語
学
短
期
研
修
実
施
報
告 

二
〇
一
五
年
九
月
に
、
大
学
主
催
の
も
の
と
し

て
は
初
め
て
、
中
国
語
の
短
期
研
修
を
行
っ

た
。
本
発
表
は
そ
の
簡
単
な
報
告
で
あ
る
。

詳

細

は
、

報

告

書
（h

ttp://h
dl.h
an
dle.

n
et/ 10083/ 58206

）
を
参
照
し
て
い
た
だ
く

と
し
て
、
発
表
で
は
実
施
ま
で
の
経
緯
、
研
修

日
程
、
授
業
そ
の
他
の
活
動
の
紹
介
、
研
修
の

評
価
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
た
。
二
週

間
と
い
う
短
期
間
に
設
定
し
て
、
今
後
よ
り

長
期
の
研
修
や
留
学
を
す
る
た
め
の
「
お
試
し

期
間
」
と
い
う
位
置
づ
け
に
し
た
こ
と
、
企

業
（
キ
ャ
ノ
ン
）
見
学
を
組
み
込
ん
だ
こ
と
が

本
研
修
の
大
き
な
特
色
で
あ
っ
た
。
関
係
者
の

努
力
と
参
加
学
生
の
熱
意
に
よ
っ
て
、
研
修
は

成
功
裏
に
終
わ
り
、
帰
国
後
の
レ
ポ
ー
ト
、
ア

ン
ケ
ー
ト
等
か
ら
判
断
し
て
、
中
国
語
力
の
向

上
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
学
習
の
動
機
付
け
や

キ
ャ
リ
ア
意
識
啓
発
の
点
で
大
き
な
効
果
を
生

む
こ
と
が
で
き
た
。

◆

譚
昕　

语
篇
衔
接
视
角
下
的
汉
日
零
形
回

指
对
比
～
基
于
两
篇
小
说
的
分
析
～
　
许
多
先

行
研
究
认
为
汉
语
零
形
回
指
的
使
用
远
远
不
及

日
语
、
且
汉
语
零
形
回
指
多
只
能
用
于
小
句

间
、
很
少
跨
句
、
跨
段
。
本
报
告
通
过
对
中
文

小
说
《
倾
城
之
恋
》
及
其
日
文
翻
译
版
、
和
日

语
小
说
『
飼
育
』
及
其
汉
语
翻
译
版
的
语
料
考

察
、
得
出
了
汉
语
零
形
回
指
的
使
用
其
实
并
不

少
于
日
语
的
结
论
。
并
同
时
对
汉
日
三
种
回
指
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形
式
使
用
上
的
异
同
点
进
行
了
考
察
。

考
察
语
料
时
、
本
报
告
在
划
分
小
说
中
各
个

场
面
所
出
场
的
不
同
人
数
的
基
础
上
、
通
过
统

计
零
形
回
指
及
非
零
形
回
指
的
实
际
使
用
状
况

来
进
行
了
汉
日
对
比
分
析
。
现
将
考
察
分
析
的

结
果
、
总
结
如
下
：
①
在
内
容
明
了
不
易
引
发

歧
义
的
场
合
、
汉
语
更
常
使
用
零
形
回
指
、
且

完
全
可
以
跨
句
；
②
影
响
日
语
零
形
回
指
使
用

的
因
素
、
主
要
是
其
句
子
的
内
部
构
造
；
③
比

起
日
语
、
第
三
人
称
代
词
在
汉
语
中
更
兼
具
关

联
词
的
功
能
、
且
第
三
人
称
代
词
的
使
用
、
能

达
到
反
映
使
用
者
主
观
意
识
的
效
果
。
④
应
针

对
汉
语
回
指
使
用
的
特
征
来
处
理
日
汉
回
指
的

互
换
问
题
。

◆
迫
田
博
子
　
葉
石
濤
と
『
台
湾
男
子

簡
阿
淘
』
―
―
歴
史
を
記
憶
す
る
と
い
う
こ

と   

第
二
次
世
界
大
戦
終
了
後
の
台
湾
で
は
、

一
九
四
七
年
に
二
・
二
八
事
件
が
起
き
、
そ
れ

以
降
も
、
国
民
党
政
府
一
党
独
裁
に
よ
る
強
権

政
治
の
支
配
の
も
と
で
、
不
穏
な
時
代
が
約

四
十
年
以
上
に
及
ん
だ
。
長
ら
く
、
こ
の
時
期

に
起
き
た
出
来
事
に
つ
い
て
明
言
す
る
こ
と
は

タ
ブ
ー
視
さ
れ
、
台
湾
の
言
語
空
間
で
語
ら
れ

る
こ
と
は
皆
無
に
等
し
か
っ
た
。
一
九
八
七
年
、

戒
厳
令
が
解
除
さ
れ
、
よ
う
や
く
多
く
の
記
録

書
や
回
想
録
が
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

葉
石
濤
の
『
台
湾
男
子
簡
阿
淘
』
は
、
ま
さ

し
く
こ
の
年
代
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
作
品
で

あ
り
、
物
語
の
内
容
は
作
者
の
実
体
験
が
ベ
ー

ス
と
な
っ
て
い
る
。
葉
は
、
自
身
が
遭
遇
し
た

過
酷
な
試
練
を
創
作
の
源
泉
と
し
な
が
ら
、
封

印
し
て
き
た
記
憶
の
再
構
築
を
試
み
た
。
本
発

表
で
は
、
先
行
研
究
な
ど
を
簡
単
に
紹
介
し
た

上
で
、
作
中
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
考
察

し
た
。
な
か
ん
ず
く
以
下
の
三
点
に
注
目
し
、

明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
①
国
家
と
個
人
の

命
運
の
関
わ
り
②
作
中
に
お
い
て
単
に
事
件
を

登
場
さ
せ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
い

か
に
描
い
た
の
か
。
③
台
湾
の
一
知
識
人
が
困

難
な
時
代
と
対
峙
し
た
生
き
方
と
は
い
か
な
る

も
の
か
。

〈
博
士
論
文
要
旨
〉

◆
石
井
友
美
　
現
代
中
国
語
に
お
け
る
副
詞

の
共
起
制
限 

―
　
焦
点
、
ア
ス
ペ
ク
ト
、
モ

ダ
リ
テ
ィ
の
関
連
を
通
し
て
　
本
論
文
は
現
代

中
国
語
に
お
い
て
、
副
詞
と
焦
点
、
ア
ス
ペ
ク

ト
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
間
に
見
ら
れ
る
共
起
制
限

を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
２
章
で
は
〝
也
〞
な
ど
の
意
味
指
向
副
詞

と
疑
問
文
の
焦
点
の
共
起
に
つ
い
て
説
明
し

た
。
疑
問
文
の
中
で
も
同
じ
く
命
題
の
是
非
を

尋
ね
る
諾
否
疑
問
文
と
正
反
疑
問
文
の
焦
点
の

特
徴
を
取
り
上
げ
、
副
詞
と
の
共
起
制
限
を
考

察
し
た
。

　
３
章
で
は
〝
已
经
〞、〝
马
上
〞
の
よ
う
な

ア
ス
ペ
ク
ト
副
詞
と
「
将
然
の
ア
ス
ペ
ク
ト
」

の
〝
快
要
〜
了
〞、〝
就
要
〜
了
〞
と
の
共
起
状

況
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。

　
４
章
で
は
モ
ダ
リ
テ
ィ
的
意
味
を
表
す
副

詞
〝
太
〞
と
〝
好
〞
と
モ
ダ
リ
テ
ィ
を
表
す
助

動
詞
〝
想
〞
と
〝
愿
意
〞
の
共
起
状
況
の
違
い

に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
た
。

　
本
論
文
で
は
副
詞
が
焦
点
、
ア
ス
ペ
ク
ト
、

モ
ダ
リ
テ
ィ
に
与
え
る
共
起
制
限
に
つ
い
て
考

察
を
行
い
、
各
章
に
お
い
て
副
詞
と
焦
点
、
ア

ス
ペ
ク
ト
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
関
係
、
ま
た
副
詞

が
こ
れ
ら
の
概
念
に
与
え
る
影
響
を
観
察
す
る

こ
と
に
よ
り
、
副
詞
が
焦
点
、
ア
ス
ペ
ク
ト
、

モ
ダ
リ
テ
ィ
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ

る
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
。

◆
鄭
月
子
　
文
学
史
上
に
お
け
る
阮
籍
「
詠

懐
詩
」
の
位
置
　
本
論
文
は
、
受
容
の
あ
り
方
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流

に
視
点
を
す
え
、
阮
籍
「
詠
懐
詩
」
が
ど
の
よ

う
に
受
容
さ
れ
、
そ
し
て
後
世
の
文
学
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
か
に
つ
い
て
論

じ
る
も
の
で
あ
る
。
二
部
構
成
で
あ
る
。
第
一

部
は
、「
阮
籍
「
詠
懐
詩
」
に
み
る
時
間
の
特

質
」、「
阮
籍
「
詠
懐
詩
」
に
み
る
空
間
の
特
質

㈠
」、
第
三
章
「
阮
籍
「
詠
懐
詩
」
に
み
る
空

間
の
特
質
㈡
」
の
三
章
か
ら
な
る
。
表
現
に
現

わ
れ
た
時
間
・
空
間
意
識
に
注
視
し
、「
詠
懐

詩
」
が
「
乱
世
」
を
生
き
る
阮
籍
の
実
感
を
詠

み
込
ん
だ
作
品
で
あ
る
と
読
者
た
ち
に
よ
っ
て

受
け
止
め
ら
れ
る
所
以
を
考
察
し
た
も
の
で
あ

る
。
第
二
部
は
、「「
詠
懐
」
と
「
言
志
」」、「
六

朝
期
に
お
け
る
阮
籍
「
詠
懐
詩
」
の
受
容
」
の

二
章
か
ら
な
る
。
こ
こ
で
は
、
受
容
の
過
程
に

お
い
て
阮
籍
詩
が
自
己
の
内
面
を
表
出
す
る
文

学
と
し
て
展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
。

阮
籍
「
詠
懐
詩
」
の
有
す
る
個
性
が
や
が
て

一
つ
の
詩
作
ス
タ
イ
ル
と
し
て
定
着
し
、『
文

選
』
に
「
詠
懐
」
と
い
う
部
立
て
が
立
て
ら
れ

た
よ
う
に
、
文
学
に
新
た
な
可
能
性
を
加
え
た

の
で
あ
る
。

◆
天
神
裕
子
　〝
半
山
〞
家
林
海
音
の
主
婦
像

―
台
湾
と
北
京
・
日
本
を
漂
泊
し
た
家
庭   

本

稿
は
〝
半
山
〞
作
家
林
海
音
の
散
文
に
描
か

れ
た
主
婦
像
を
分
析
し
、
そ
れ
が
一
九
五
〇
年

代
の
台
湾
で
発
信
さ
れ
た
意
味
に
つ
い
て
考
察

す
る
も
の
で
あ
る
。
五
〇
年
代
の
台
湾
文
壇
は

国
民
党
主
導
の
文
芸
政
策
の
も
と
、
大
陸
か
ら

渡
っ
た
外
省
人
作
家
の
独
壇
場
と
な
っ
た
。
女

性
文
芸
の
面
で
も
、
外
省
人
の
女
性
作
家
が
日

本
時
代
の
作
家
に
代
わ
り
次
々
と
誕
生
し
、
女

性
や
家
庭
に
関
す
る
散
文
を
新
聞
の
文
芸
欄
な

ど
に
多
数
発
表
し
て
い
く
。
こ
れ
ら
遷
台
女
性

作
家
の
う
ち
、
林
海
音
は
唯
一
〝
半
山
〞
―
日

本
の
植
民
地
時
代
に
台
湾
か
ら
大
陸
へ
移
住
し
、

光
復
後
に
戻
っ
て
き
た
人
―
と
い
う
、
他
と
異

な
る
特
殊
な
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
も
っ
て
い
た
。

林
の
当
時
の
散
文
に
は
、
そ
の
分
身
と
み
ら
れ

る
〝
自
己
肯
定
感
の
強
い
近
代
主
婦
〞
が
度
々

出
現
す
る
が
、
本
稿
は
そ
う
し
た
主
婦
像
と
〝
半

山
〞
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
の
繋
が
り
に
着
目

す
る
。
円
満
で
幸
せ
な
家
庭
を
も
つ
、
多
忙
で

充
実
し
た
主
婦
像
。
そ
れ
を
描
く
こ
と
は
林
海

音
に
と
っ
て
、
台
湾
に
お
け
る
自
己
を
確
立
す

る
た
め
の
、
一
つ
の
有
効
な
手
段
で
あ
っ
た
。

◆
范
文
玲
　
郁
達
夫
小
説
に
見
ら
れ
る
西
洋

へ
の
憧
憬
―
―
女
性
表
象
を
中
心
に
　
郁
達
夫

（
一
八
九
六
〜
一
九
四
五
）
は
文
学
で
も
っ
て

中
国
の
近
代
化
＝
西
洋
化
を
先
導
し
た
五
四
時

期
を
代
表
す
る
文
学
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
そ

の
文
学
作
品
に
は
、
西
洋
の
思
想
や
文
学
か
ら

の
顕
著
な
影
響
が
認
め
ら
れ
、
作
者
の
西
洋
へ

の
憧
憬
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら

西
洋
の
影
響
を
紐
解
く
こ
と
は
郁
達
夫
文
学
の

み
な
ら
ず
、
中
国
近
代
文
学
の
発
展
を
理
解
す

る
上
で
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
本
論
文
で
は
、

小
説
の
テ
ク
ス
ト
中
の
西
洋
的
要
素
を
含
ん
だ

語
彙
や
セ
ン
テ
ン
ス
を
抽
出
・
分
析
し
、
そ
こ

に
浮
か
び
上
が
っ
た
意
味
を
作
家
の
経
歴
や
社

会
的
背
景
と
結
合
さ
せ
て
考
察
を
行
っ
た
。
論

文
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
：
序
章
・
第

一
章
「『
沈
淪
』
に
見
る
郁
達
夫
の
西
洋
へ
の

憧
憬
」・
第
二
章
「
郁
達
夫
小
説
に
お
け
る
外

国
語
表
現
に
つ
い
て
」・
第
三
章
「
女
性
表
象

に
見
る
西
洋
へ
の
憧
憬
」・
第
四
章
「
郁
達
夫

小
説
に
お
け
る
女
性
の
身
体
描
写
の
特
色
―
創

造
社
作
家
群
と
比
較
し
て
」・
第
五
章
「
郁
達

夫
小
説
に
お
け
る
母
親
像
」・
終
章
。
本
論
文

は
、
郁
達
夫
が
い
か
に
西
洋
文
学
・
西
洋
思
想

か
ら
影
響
を
受
け
、
そ
れ
を
自
身
の
作
品
に
反

映
さ
せ
て
中
国
の
新
文
学
を
リ
ー
ド
し
よ
う
と
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し
て
い
た
か
を
、
よ
り
立
体
的
に
映
し
出
し
た
。

〈
修
士
論
文
要
旨
〉

◆
小
島
良
佳
　
九
〇
後
女
性
文
学
研
究
―
―

張
暁
晗
を
中
心
と
す
る
二
世
代
間
の
女
性
文

学
比
較
―
―
　
中
国
に
お
い
て
、「
九
〇
後
」

は
九
〇
年
代
生
ま
れ
の
世
代
を
指
し
、
ま
た

「
九
〇
後
」
文
学
は
そ
の
世
代
の
作
家
に
よ
る

文
学
の
こ
と
で
あ
る
。

　「
九
〇
後
」
の
女
性
作
家
が
大
勢
い
る
中
で
、

ひ
と
際
目
立
つ
存
在
と
な
る
の
は
、
張
暁
晗
で

あ
る
。
彼
女
の
小
説
の
中
に
は
類
を
見
な
い
表

現
方
法
や
修
辞
の
技
巧
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
他
の
「
九
〇
後
」
の
女
性
作
家
の
作
品
と

比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
「
九
〇
後
」

の
女
性
作
家
に
は
見
ら
れ
な
い
成
熟
は
主
題
選

択
か
ら
明
白
に
な
っ
た
。
ま
た
、「
八
〇
後
」

を
代
表
す
る
女
性
作
家
、
張
悦
然
の
作
品
に
お

け
る
「
反
抗
的
」
で
、「
破
滅
」
し
た
悲
観
的

な
内
容
と
は
対
照
的
で
、
張
暁
晗
の
小
説
に
は

「
若
さ
」
や
「
希
望
」
な
ど
の
前
向
き
な
感
情

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
張
暁
晗
の
作
品

は
、
手
法
と
し
て
「
意
識
の
流
れ
」
を
用
い
、

構
成
に
お
い
て
「
二
重
構
造
」
を
使
う
な
ど
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
描
き
方
を
し
て
い
る
。

張
暁
晗
の
「
個
性
」
や
作
品
の
「
魅
力
」
が

よ
り
鮮
明
に
な
り
、
張
が
「
九
〇
後
」
の
女
性

作
家
に
お
い
て
特
別
な
存
在
で
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
と
な
っ
た
。

◆
角
祥
衣
　
後
漢
に
お
け
る
情
賦
の
発
展
と

「
洛
神
賦
」
の
成
立
に
つ
い
て
　
曹
植
「
洛
神

賦
」
に
繋
が
る
後
漢
の
情
賦
の
発
展
状
況
を
論

じ
、
宋
玉
「
神
女
賦
」
等
の
他
の
賦
と
比
較
し

て
「
洛
神
賦
」
の
特
質
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。

「
洛
神
賦
」
の
先
行
研
究
は
、
作
品
が
成
立
し

た
背
景
や
、
詠
じ
ら
れ
た
女
性
が
誰
で
あ
る
か

と
い
う
こ
と
を
論
じ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
が
、
本
論
で
は
従
来
の
情
賦
と
「
洛
神
賦
」

の
関
連
性
に
着
目
し
た
。
従
来
の
情
賦
は
、
形

骸
化
し
て
い
た
も
の
の
諷
諫
の
賦
と
い
う
形
を

取
っ
て
お
り
、
女
性
を
慕
う
も
思
う
よ
う
に
い

か
ず
、
最
後
に
は
心
を
入
れ
替
え
る
と
い
う
展

開
で
あ
り
、
決
ま
り
き
っ
た
型
と
化
し
て
い
た
。

時
代
が
進
む
に
つ
れ
て
情
賦
の
語
が
飾
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
建
安
期
に
至
っ
て
も
諷
諫

の
語
が
あ
り
、
内
容
に
変
化
は
な
か
っ
た
。
し

か
し
同
時
期
に
作
ら
れ
た
「
洛
神
賦
」
は
、
男

性
が
女
性
を
慕
う
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
く

こ
と
に
終
始
し
て
お
り
、
諷
諫
の
語
は
無
い
。

「
洛
神
賦
」
は
、
宋
玉
「
神
女
賦
」
に
基
づ
き

な
が
ら
も
伝
統
が
破
ら
れ
て
お
り
、
ス
ト
ー

リ
ー
が
重
視
さ
れ
て
い
る
賦
な
の
で
あ
る
。

◆
山
崎
美
奈
子
　
中
国
語
会
話
文
の
考
察
〜

語
用
論
の
観
点
か
ら
　
本
論
文
は
現
代
中
国
語

の
会
話
文
を
語
用
論
の
観
点
か
ら
分
析
し
た
。

具
体
的
に
は
中
国
の
映
画
か
ら
会
話
文
の
デ
ー

タ
ー
を
抜
き
出
し
考
察
を
行
っ
た
。
第
１
章
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
か
ら
、
語
用
論
の

定
義
に
つ
い
て
述
べ
、
第
２
章
で
は
、
３
つ
の

映
画
作
品
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
、
時
代

背
景
、
登
場
人
物
、
立
場
や
位
置
づ
け
、
あ
ら

す
じ
を
述
べ
、
主
に
グ
ラ
イ
ス
の
協
調
の
原
理

に
照
ら
し
合
わ
せ
、
分
析
し
た
。
時
代
も
背
景

も
全
く
異
な
る
作
品
の
中
に
現
れ
る
、
語
用
論

的
会
話
文
の
特
徴
を
述
べ
て
い
る
。
第
３
章
で

は
、
会
話
文
の
分
析
を
基
に
、
作
品
ご
と
に
ど

の
よ
う
な
会
話
的
特
徴
が
見
ら
れ
る
か
、
ま
た

語
用
論
的
表
現
が
作
品
の
中
で
ど
の
よ
う
に
作

用
し
て
い
る
の
か
考
察
し
た
。
会
話
背
景
、
話

者
の
意
図
、
各
関
係
者
の
立
場
や
位
置
付
け
、

ま
た
時
代
背
景
が
違
え
ど
も
、
言
語
学
上
、
必

要
と
さ
れ
る
情
報
の
や
り
取
り
は
、
重
要
な
場

面
で
は
協
調
の
原
理
に
則
っ
た
発
話
を
行
う
事



二
三

交
　
　
流

が
多
い
。
シ
リ
ア
ス
な
場
面
で
は
相
手
の
面
子

を
保
つ
為
に
婉
曲
な
表
現
を
使
用
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
。
ま
た
恋
愛
、
コ
メ
デ
ィ
ー
と

い
う
場
面
に
お
い
て
は
、
直
接
的
な
表
現
よ
り

比
較
的
婉
曲
な
表
現
、
つ
ま
り
語
用
論
的
発
話

が
多
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

◆
林
如
　
中
国
語
に
お
け
る
「
了
」
の
焦
点

提
示
性
に
つ
い
て
　
本
論
文
で
は
、
焦
点
理
論

の
観
点
か
ら
、
動
詞
接
辞
「
了
」
が
焦
点
を
提

示
す
る
機
能
を
持
つ
こ
と
を
検
証
し
、「
了
」

が
文
末
の
自
然
焦
点
と
文
中
の
対
比
焦
点
の
両

方
を
提
示
す
る
機
能
も
持
つ
こ
と
を
証
明
し
て

い
く
。

劉
勳
寧
（
一
九
九
九
）
は
、「
了
」
の
最
後
の

動
詞
節
に
付
く
中
国
語
Ｖ
Ｖ
ｆ
規
則
を
提
唱
し

た
。
本
論
文
で
は
、
劉
（
一
九
九
九
）
の
検
証

か
ら
、
考
察
対
象
の
「
了
」
が
連
動
文
中
の
動

詞
節
に
付
く
場
合
を
取
り
上
げ
て
証
明
す
る
。

第
１
章
で
は
、
研
究
の
目
的
及
び
本

論
文
に
お
け
る
理
論
の
基
礎
と
な
っ
た
劉

（
一
九
九
九
）
の
研
究
内
容
を
紹
介
し
た
。

第
２
章
で
は
、
焦
点
の
観
点
か
ら
出
発
し
、

中
国
語
動
詞
接
辞
「
了
」
の
先
行
研
究
に
つ
い

て
考
察
し
た
。

第
３
章
で
は
、
理
論
の
枠
組
み
を
紹
介
し
た
。

第
４
章
は
先
行
研
究
に
よ
る
条
件
符
合
法

と
疑
問
文
検
証
法
に
つ
い
て
の
研
究
方
法
を
紹

介
し
た
。

第
５
章
で
は
、「
了
」
の
焦
点
を
提
示
す
る

機
能
を
考
察
し
、
筆
者
が
抽
出
し
た
例
文
の
分

析
に
よ
り
、
対
比
焦
点
に
つ
い
て
の
Ｖ
ｆ
Ｖ
規

則
に
つ
い
て
述
べ
た
。

こ
の
よ
う
に
、「
了
」
が
連
動
文
中
の
動
詞

節
に
付
く
場
合
を
取
り
上
げ
、「
了
」
は
文
中

の
対
比
焦
点
を
提
示
す
る
機
能
も
持
っ
て
い
る

こ
と
が
証
明
で
き
た
。

◆
魯
蒓
　
中
国
近
代
に
お
け
る
人
力
車
夫
像 

　
20
世
紀
初
頭
の
中
国
北
京
城
を
走
り
続
け
て

い
る
「
人
力
車
夫
」
は
、
都
市
に
住
ん
で
い
る

市
民
、
上
京
し
た
ば
か
り
の
知
識
人
、
北
京
に

来
た
観
光
者
な
ど
、
必
ず
誰
か
と
接
触
で
き
る

存
在
で
あ
っ
た
。
人
力
車
夫
は
、
技
術
の
必
要

が
な
く
単
純
な
肉
体
労
働
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

他
に
就
く
べ
き
職
が
な
い
人
に
と
っ
て
、
最
も

ポ
ピ
ュ
ー
ラ
な
職
業
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
人
力
車
夫
の
数
が
次
第
に
増
え
る
一
方

で
、
こ
の
膨
大
な
グ
ル
ー
プ
は
都
市
に
混
乱
を

も
た
ら
し
、
彼
ら
の
非
情
に
苛
酷
な
労
働
環
境

と
貧
し
い
生
活
も
、
徐
々
に
市
民
の
目
に
入
っ

て
き
た
。
本
研
究
で
は
、
社
会
調
査
と
文
学
作

品
に
基
づ
き
、
人
力
車
夫
の
現
実
像
と
文
学
像

を
対
比
、
整
理
し
、
中
国
近
代
に
お
け
る
人
力

車
夫
の
全
体
像
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
知
識
人
の
見
聞
や
想
像
に
よ
り
描
い

た
人
力
車
夫
の
「
文
学
像
」
と
社
会
調
査
に
よ

り
明
ら
か
と
な
っ
た
人
力
車
夫
の
「
現
実
像
」

と
の
間
に
、
い
か
な
る
距
離
が
あ
る
の
で
あ
ろ

う
。
知
識
人
が
社
会
調
査
や
日
常
観
察
を
通
し

て
描
い
た
人
力
車
夫
の
す
が
た
に
は
、
生
計
問

題
に
対
し
て
の
彼
ら
が
も
つ
強
烈
で
長
期
的
な

恐
怖
へ
の
理
解
が
欠
け
て
い
る
。
そ
れ
も
知
識

人
た
ち
が
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
人
力
車
夫
像

の
一
つ
の
側
面
で
あ
ろ
う
。

〈
近
況
報
告
〉

◆
水
津
有
理
　
佐
藤
保
先
生
と
三
峡
の
旅 

二
〇
一
五
年
秋
、
佐
藤
保
先
生
に
つ
い
て
長
江

の
旅
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
同
行
は
研
究
室
の

先
輩
・
今
井
佳
子
さ
ん
。
羽
田
か
ら
北
京
経
由

で
武
漢
に
入
り
、「
黄
鶴
楼
を
辞
し
」
た
の
ち
、

宜
昌
か
ら
大
型
客
船
に
乗
船
。
途
中
白
帝
城
な

ど
の
史
蹟
で
下
船
観
光
し
な
が
ら
四
泊
を
船
中

で
過
ご
し
、
重
慶
で
下
船
と
い
う
旅
程
。
長
江



二
四

お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
　
第
三
十
五
号

を
遡
る
三
峡
「
上
り
」
で
す
。

　
ダ
ム
の
建
設
に
よ
り
景
観
が
様
変
わ
り
し
た

と
い
わ
れ
る
三
峡
で
す
が
、
そ
の
一
方
、
大
型

客
船
の
通
行
が
可
能
と
な
り
、
か
つ
て
の
難
所

も
悠
々
と
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
今
回
、「
両
岸
の
猿
声
」

を
聴
く
こ
と
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
詩

の
講
義
を
聴
き
な
が
ら
、
か
つ
て
詩
が
詠
わ
れ

た
場
所
を
め
ぐ
る
と
い
う
体
験
は
格
別
の
も
の

で
し
た
。

と
り
わ
け
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
船
中
、

朝
食
の
席
で
佐
藤
先
生
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い

た
「
三
峡 

一
線
の
天
、
三
峡 

万
縄
の
泉
」（
唐
・

孟
郊
「
峡
哀
」）
の
詩
句
で
す
。
切
り
立
っ
た

崖
の
間
か
ら
わ
ず
か
に
覗
く
天
、
岩
か
ら
し
み

出
て
断
崖
を
伝
わ
り
落
ち
る
無
数
の
水
。
小
さ

な
舟
で
難
所
を
越
え
た
詩
人
が
み
た
風
景
は
、

大
型
客
船
の
甲
板
か
ら
眺
め
る
そ
れ
と
は
か
け

は
な
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん

が
、
残
さ
れ
た
こ
と
ば
を
通
じ
て
、
か
つ
て
詩

人
た
ち
が
い
た
時
空
と
の
連
な
り
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
よ
う
に
思
え
た
旅
で
し
た
。


